

















































筈 見 公 一
Fe-Mn-C合金は組成を変える事により常磁性や反強磁性を示すOこれらの系に対して強
磁場を加えて磁場誘起マルテンサイト変態の研究を行ない,変態に及ぼす磁性の影響について
調べた｡
その結果,母相が常磁性の場合における磁場効果は静磁効果だけであり,強磁性の場合と同
様に解析できる事が判った｡しかしながら母相が反強磁性の場合にはこれまでの解析では説明
ができない結果が得られた｡この結果は,反強磁性相互作用による shortrangeorderの
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